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A-3： PDM（和文） 
 



プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ザ
イ

ン
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

(
P
D
M
)
 

作
成

日
:
2
0
0
4
年

1
1
月

2
3
日

 

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
名

:東
ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
国

道
路

維
持

管
理

能
力

向
上

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪｸ
ﾄ
 

 
 

 
 

 
期

間
:
2
0
05

年
5
月
～

2
0
0
7
年

1
0
月

(
2
.
5
年

間
) 

 
 

 
 

対
象

地
域

:
全

 
国

 

ﾀ
ｰ
ｹ
ﾞ
ｯ
ﾄ
･
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
:
運

輸
通

信
公

共
事

業
省

（
M
T
C
P
W
）

公
共

事
業

局
道

路
･
橋

梁
･
治

水
部

(
D
R
B
F
C
)
及

び
資

機
材

部
(
D
E
M
)
の
職

員
 

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
要

約
 

指
標

 
指

標
入
手

手
段
 

外
部

条
件

 

上
位

目
標

 

東
ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
国
幹
線
道
路
の
通
行
が
持
続
的
に
維
持
さ
れ
る
。
 

1
.
M
T
C
P
W
が
不
通
あ
る
い
は
道
路
損
傷
箇
所
を
把
握
し

て
早
急
に
対
応
で
き
る
。
 

1
.
道
路
台
帳
、
平
時
の
道
路
管
理
報
告
書
、
災
害
時

の
道
路
管
理
報
告
書
、
維
持
補
修
箇
所
の
施
工
品
質

検
記
録
 

 

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
目

標
 

幹
線

道
路

の
日

常
･
定

期
維

持
管

理
･
補

修
及

び
道

路
災

害
時

の
復

旧

能
力
が
向
上
す
る
。
 

1
.
維
持
管
理
･
補
修
計
画
が

D
R
B
F
C
に
よ
り
適
正
に
実

施
さ
れ
る
。
 

2
.
道
路
災
害
の
復
旧
計
画
が

D
R
B
F
C
に
よ
り
適
正
に
実

施
さ
れ
る
。
 

1
.
道
路
台
帳
、
平
時
の
道
路
管
理
報
告
書
 

2
.
道
路
台
帳
、
災
害
時
の
道
路
管
理
報
告
書
 

･
東

ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
国

の
車

両
数

が
激

増
し
な
い
。
 

成
果

 

1
.
D

R
B

FC
に

よ
り

適
正

な
道

路
の

維
持

管
理

･
補

修
事

業
が

計
画

さ

れ
る
。
 

2
.
国
と
地
方
の
行
政
連
携
に
よ
る
道
路
の
管
理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
が
形
成
さ
れ
る
。

3
.
D

R
B

FC
と

D
EM

の
職
員
の
道
路
維
持
管
理
･
補
修
事
業

に
関
わ
る

人
材
が
育
成
さ
れ
る
。
 

4
.
M

TC
PW

実
施

の
道

路
の

維
持

管
理

･
補

修
事
業

に
関

し
て

施
工

管

理
計
画
の
ｹ
ｰ
ｽ
･
ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞ
ｨ
が
適
切
に
行
わ
れ
る
。
 

5
.
M

TC
PW

に
よ

り
、

建
設

機
材

及
び

修
理

機
材

/
道

具
の

運
用
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

が
適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
る
。
 

1
-
1
.
道
路
台
帳
の
整
備
度
 

1
-
2
.
道
路
台
帳
の
更
新
状
況
 

1
-
3
.
道
路
維
持
管
理
･
補
修
計
画
書
の
策
定
状
況
 

2
-
1
.
国

と
地

方
行

政
機

関
間

の
道

路
管

理
連

絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

の
策
定
状
況
 

2
-
2
.
国

と
地

方
行

政
機

関
間

の
災

害
時

の
道

路
管

理

連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の
策
定
状
況
 

3
-
1
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

道
路

維
持

管
理

･
補

修
技

術
者
数
(
技
術
を
習
得
し
た
技
術
者
数
)
 

3
-
2
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

施
工

管
理

技
術

者
数

(
技

術
を
習
得
し
た
技
術
者
数
)
 

3
-
3
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

機
材

管
理

技
術

者
数

(
技

術
を
習
得
し
た
技
術
者
数
)
 

3
-
4
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
の

数
(
技

術
を

習

得
し
た
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
)
 

3
-
5
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の

数
(
技

術
を

習

得
し
た
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾀ
)
 

4
-
1
.
施

工
計

画
(
工

程
管

理
、

品
質

管
理

､
出

来
型

管

理
、
原
価
管
理
の
計
画
)
の
策
定
状
況
 

4
-
2
.
現

場
管

理
計

画
(
機

械
管

理
、

安
全

管
理

、
環

境

管
理
、
建
設
副
産
物
管
理
の
計
画
)
の
策
定
状
況
 

4
-
3
.
安
全
訓
練
の
実
施
回
数
 

4
-
4
.
実
務
訓
練
の
実
施
状
況
 

5
-
1
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用

台
帳
の
整
備
度
 

5
-
2
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用

台
帳
の
更
新
状
況
 

5
-
3
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
の

維
持

管
理

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ
の

構
築

状
況

(
i
.
貸

出
し

管
理

、
i
i
.
部

品
調

達

計
画

管
理

、
i
i
i.

稼
動

管
理

、
i
v.

故
障

･
修

理
記

録
管

理
、

v
.
定

期
整

備
計

画
･
管

理
、

v
i
.
修

理
発

1
-
1
.
道
路
台
帳
 

1
-
2
.
道
路
台
帳
 

1
-
3
.
道
路
維
持
管
理
･
補
修
計
画
書
 

2
-
1
.
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
 

2
-
2
.
災
害
時
の
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
 

3
-
1
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
2
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
3
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
4
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
5
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

4
-
1
.
施
工
計
画
書
 

4
-
2
.
現
場
管
理
計
画
書
 

4
-
3
.
安
全
訓
練
の
実
施
記
録
 

4
-
4
.
施
工
及
び
現
場
管
理
報
告
書
 

5
-
1
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用
台
帳
 

5
-
2
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用
台
帳
 

5
-
3
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用
台
帳
 

5
-
4
.
M
T
C
P
W
の
地
方
事
務
所
に
必
要
な
建
設
機
材
及

び
修
理
機
材
/
道
具
の
運
営
計
画
書
 

･
訓

練
を

受
け

た
職

員
が

勤
務

を
続
け
る
。
 

･
道

路
維

持
補

修
事

業
及

び
機

材
維

持
管

理
を

継
続

的
に

実

施
す

る
た

め
の

予
算

が
確

保

さ
れ
る
。
 

事前評価調査団



注
計
画
の
構
築
と
運
用
状
況
)
 

5
-
4
.
M
T
C
P
W
の
地
方
事
務
所
に
必
要
な
建
設
機
材
及
び

修
理
機
材
/
道
具
の
運
営
計
画
の
策
定
状
況
 

投
入

 
 

 
活

動
 

1
-
1
.
道
路
台
帳
を
整
備
す
る
。
 

1
-
2
.
道
路
台
帳
を
更
新
す
る
。
 

1
-
3
.
幹

線
道

路
の

開
発

ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
に

基
づ

い
た

道
路

維
持

管
理

･
補

修
計

画

書
を
策
定
す
る
。

 

2
-
1
.
国
と
地
方
行
政
機
関
間
の
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
を
策
定
す
る
。

2
-
2
.
国

と
地

方
行

政
機

関
間

の
災

害
時

の
道

路
管

理
連

絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
を

策

定
す
る
。
 

3
-
1
.
道
路
・
橋
梁
・
治
水
部
と
資
機
材
部
で
連
携
し
て
次
の
技
術
者
の

育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
を

策
定
、
技
術
者
の
育
成
を
行
う
。
 

(
1
)
道
路
維
持
管
理
･
補
修
技
術
者
 

(
2
)
施
工
管
理
技
術
者
 

(
3
)
機
材
管
理
技
術
者
 

(
4
)
メ
カ
ニ
ッ
ク
 

(
5
)
オ
ペ
レ
ー
タ
 

4
-
1
.
施
工
計
画
を
立

て
る
。
 

4
-
2
.
現
場
管
理
計
画

を
立
て
る
。
 

4
-
3
.
要
員
の
職
責
内

容
を
明
確
に
す
る
。
 

4
-
4
.
道
路
維
持
管
理

･
補
修
事
業
の
安
全
訓
練
計
画
を
策
定
す
る
。
 

4
-
5
.
安
全
訓
練
を
実

施
す
る
。
 

4
-
6
.
M
T
C
P
W

の
道

路
の

維
持

管
理

･
補

修
事

業
に

関
し

て
適

正
に

施
工

管
理
の
ｹ
ｰ
ｽ
･
ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞ
ｨ
が
実
施
さ
れ
る
。
 

5
-
1
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
台

帳
を

整
備

し
、

管
理

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を

構
築
す
る
。
 

5
-
2
.
建
設
機
材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
台
帳
を
更
新
す
る
。
 

5
-
3
.
M
T
C
P
W

の
地

方
事

務
所

に
必

要
な

建
設

機
材

及
び

修
理

機
材

/
道

具
の
運
営
計
画
を
策
定
す
る
。
 

5
-
4
.
道
路
・
橋
梁
・
治

水
部
と
資
機
材
部
で
連
携
し
て
建
設
機
材
及
び

修
理
機
材
/
道
具
の
継
続
的
な
維
持
管
理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を
形
成
す
る
。
 

5
-
5
.
必
要
な
建
設
機
材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
を
運
用
す
る
。
 

(
日

本
側

)
 

1
.
専
門
家
派
遣
分
野
 

-
道
路
維
持
管
理
･
補
修
専
門
家
/
総
括
 

-
道
路
施
工
管
理
専
門
家
 

-
建
設
機
械
維
持
管
理
指
導
専
門
家

1
(
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
形
成
、
資

材
、

建
設

機
材

及
び

修
理

機
材

/
道

具
調

達
、

建
設

機

材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
の
運
用
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
)
 

-
建
設
機
械
維
持
管
理
指
導
専
門
家

2
(
建
設
機
材
及
び

修
理
機
材
/
道
具
の
管
理
、
整
備
指
導
)
 

-
建
設
機
械
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾀ
指
導
専
門
家
 

 合
計
:
 
7
0
～
9
0
 
M
/
M
 

（
＊
個
別
の

M
/
M
は
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
る
た
め
、
P
D
M

に
は
英
文
、
和
文
と
も
添
付
し
な
い
。
合
計
の

M
/
M
の

み
記
載
予
定
。
）
 

 2
.
本

邦
研

修
(
道

路
維

持
管

理
･
補

修
及

び
施

工
管

理

分
野
の
研
修
)
 

 3
.
そ
の
他
必
要
な
資
機
材
 

 

(
東

ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
側
)
 

1
.
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾄ
(
C
/
P
)
の

配
置

(
M
T
C
P
W

内
道

路
・

橋

梁
・
治
水
部
、
資
機
材
部
、
及
び

5
地
方
道
路

事
務

所
)
 

 2
.
訓
練
生
の
配
置
(
道
路
維
持
管
理
･
補
修
技
術
者
、

施
工
管
理
技
術
者
、
機
材
管
理
技
術
者
、
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
､
ｵ
ﾍﾟ

ﾚ
ｰ
ﾀ
)
 

 3
.
施
設
供
与
 

-
事
業
所
用
施
設
の
提
供
 

 4
.
建
設
機
材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
の
供
与
 

-
幹

線
道

路
の

維
持

管
理

･
補

修
用

の
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
(
日

本
よ

り
譲

与
し

た
残

置
機

材
）
 

 5
.
そ
の
他
必
要
経
費
 

 

前
提

条
件

 

･
民

生
安

定
化

支
援

計
画

ﾌ
ﾟ
ﾛ

ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
(
C
E
T
R
A
P
)
で

訓
練

を
受

け
た

訓
練

員
が

勤
務

を
続

け

る
。
 

･
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
で

活
用

す
る

機
械

が
す

ぐ
に

使
え

る
状

態
に

な

っ
て
い
る
。
 

 

事前評価調査団 



プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ザ
イ

ン
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

(
P
D
M
)
 

作
成

日
:
2
0
0
5
年

4
月

2
0
日

 

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
名

:東
ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
国

道
路

維
持

管
理

能
力

向
上

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪｸ
ﾄ
 

 
 

 
 

 
期

間
:
2
0
05

年
6
月
～

2
0
0
7
年

1
1
月

(
2
.
5
年

間
) 

 
 

 
 

対
象

地
域

:
全

 
国

 

ﾀ
ｰ
ｹ
ﾞ
ｯ
ﾄ
･
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
:
運

輸
通

信
公

共
事

業
省

（
M
T
C
P
W
）

公
共

事
業

局
道

路
･
橋

梁
･
治

水
部

(
D
R
B
F
C
)
及

び
資

機
材

交
通

部
(
D
T
EM
)
の

職
員

 
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
要

約
 

指
標

 
指

標
入
手

手
段
 

外
部

条
件

 

上
位

目
標

 

東
ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
国
幹
線
道
路
の
通
行
が
持
続
的
に
維
持
さ
れ
る
。
 

1
.
不
通
箇
所
数
の
減
少
度
 

2
.
不
通
期
間
の
減
少
度
 

3
.
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の
活
用
度
 

1
.
道
路
台
帳
 

2
.
道
路
台
帳
 

3
.
道
路
管
理
連
絡
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
記
録
 

 

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
目

標
 

幹
線

道
路

の
日

常
･
定

期
維

持
管

理
･
補

修
及

び
道

路
災

害
時

の
復

旧

能
力
が
向
上
す
る
。
 

1
.
道
路
台
帳
の
質
 

2
.
補
修
箇
所
の
修
繕
状
態
（
工
事
品
質
）
 

3
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
の

更
新

状
況

及
び
質
 

4
.
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
参
加
人
数
 

1
.
道
路
台
帳
 

2
.
施
工
検
査
記
録
 

3
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用

台
帳
 

4
.
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
記
録
 

･
東

ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
国

の
車

両
数

が
激

増
し
な
い
。
 

成
果

 

1
.
D

R
B

FC
に

よ
り

適
正

な
道

路
の

維
持

管
理

･
補

修
事

業
が

計
画

さ

れ
る
。
 

2
.
D
R
B
F
C
と
地
方
道
路
事
務
所
の
行
政
連
携
に
よ
る
道
路
の
管
理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

が
形
成
さ
れ
る
。
 

3
.
D

R
B

FC
と

D
EM

の
職
員
の
道
路
維
持
管
理
･
補
修
事
業

に
関
わ
る

人
材
が
育
成
さ
れ
る
。
 

4
.
 M

TC
PW

が
ｹ
ｰ
ｽ
･
ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞ
ｨ
を
通
じ
道
路
の
維
持
管
理
補
修

事
業
に
関

し
、
適
切
に
計
画
、
設
計
、
施
工
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

5
.

M
TC

PW
に

よ
り

、
建

設
機
材

及
び

修
理

機
材

/
道

具
の

運
用
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

が
適
切
に
維
持
管
理

さ
れ
る
。
 

1
-
1
.
道
路
台
帳
の
整
備
度
 

1
-
2
.
道
路
台
帳
の
更
新
状
況
 

1
-
3
.
道
路
維
持
管
理
･
補
修
計
画
書
の
策
定
状
況
 

2
-
1
.
国

と
地

方
行

政
機

関
間

の
道

路
管

理
連

絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

の
策
定
状
況
 

2
-
2
.
国

と
地

方
行

政
機

関
間

の
災

害
時

の
道

路
管

理

連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の
策
定
状
況
 

3
-
1
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

道
路

維
持

管
理

･
補

修
技

術
者
数
(
技
術
を
習
得
し
た
技
術
者
数
)
 

3
-
2
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

施
工

管
理

技
術

者
数

(
技

術
を
習
得
し
た
技
術
者
数
)
 

3
-
3
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

機
材

管
理

技
術

者
数

(
技

術
を
習
得
し
た
技
術
者
数
)
 

3
-
4
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
の

数
(
技

術
を

習

得
し
た
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
)
 

3
-
5
.
所

定
の

技
術

を
持

っ
た

ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の

数
(
技

術
を

習

得
し
た
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾀ
)
 

4
-
1
.
施

工
計

画
(
工

程
管

理
、

品
質

管
理

､
出

来
型

管

理
、
原
価
管
理
の
計
画
)
の
策
定
状
況
 

4
-
2
.
現

場
管

理
計

画
(
機

械
管

理
、

安
全

管
理

、
環

境

管
理
、
建
設
副
産
物
管
理
の
計
画
)
の
策
定
状
況
 

4
-
3
.
安
全
訓
練
の
実
施
回
数
 

4
-
4
.
実
務
訓
練
の
実
施
状
況
 

5
-
1
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用

台
帳
の
整
備
度
 

5
-
2
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用

台
帳
の
更
新
状
況
 

5
-
3
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
の

維
持

管
理

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ
の

構
築

状
況

(
i
.
貸

出
し

管
理

、
i
i
.
部

品
調

達

計
画

管
理

、
i
i
i.

稼
動

管
理

、
i
v.

故
障

･
修

理
記

1
-
1
.
道
路
台
帳
 

1
-
2
.
道
路
台
帳
 

1
-
3
.
道
路
維
持
管
理
･
補
修
計
画
書
 

2
-
1
.
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
 

2
-
2
.
災
害
時
の
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
 

3
-
1
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
2
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
3
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
4
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

3
-
5
.
技
術
指
導
記
録
、
道
路
維
持
管
理
･
補
修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
、

訓
練
生
に
よ
る
評
価
結
果
 

4
-
1
.
施
工
計
画
書
 

4
-
2
.
現
場
管
理
計
画
書
 

4
-
3
.
安
全
訓
練
の
実
施
記
録
 

4
-
4
.
施
工
及
び
現
場
管
理
報
告
書
 

5
-
1
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用
台
帳
 

5
-
2
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用
台
帳
 

5
-
3
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
管

理
及

び
運

用
台
帳
 

5
-
4
.
M
T
C
P
W
の
地
方
事
務
所
に
必
要
な
建
設
機
材
及

び
修
理
機
材
/
道
具
の
運
営
計
画
書
 

･
訓

練
を

受
け

た
職

員
が

勤
務

を
続
け
る
。
 

･
道

路
維

持
補

修
事

業
及

び
機

材
維

持
管

理
を

継
続

的
に

実

施
す

る
た

め
の

予
算

が
確

保

さ
れ
る
。
 

R/D 



録
管

理
、

v
.
定

期
整

備
計

画
･
管

理
、

v
i
.
修

理
発

注
計
画
の
構
築
と
運
用
状
況
)
 

5
-
4
.
M
T
C
P
W
の
地
方
事
務
所
に
必
要
な
建
設
機
材
及
び

修
理
機
材
/
道
具
の
運
営
計
画
の
策
定
状
況
 

活
動

 

1
-
1
.
道
路
台
帳
を
整
備
す
る
。
 

1
-
2
.
道
路
台
帳
を
更
新
す
る
。
 

1
-
3
.
幹

線
道

路
の

開
発

ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
に

基
づ

い
た

道
路

維
持

管
理

･
補

修
計

画

書
を
策
定
す
る
。

 

2
-
1
.
 
D
R
B
F
C
と
地
方
道
路
事
務
所
間
の
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
を
策
定

す
る
。
 

2
-
2
.
D
R
B
F
C
と
地
方
道
路
事
務
所
間
の
災
害
時
の
道
路
管
理
連
絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
を
策
定
す
る
。

 

3
-
1
.
D
R
B
F
C
と

D
E
M
で
連
携
し
て
次
の
技
術
者
の
育
成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
を
策

定
、
技
術
者
の
育

成
を
行
う
。
 

(
1
)
道
路
維
持
管
理
･
補
修
技
術
者
 

(
2
)
施
工
管
理
技
術
者
 

(
3
)
機
材
管
理
技
術
者
 

(
4
)
メ
カ
ニ
ッ
ク
 

(
5
)
オ
ペ
レ
ー
タ
 

4
-
1
.
施
工
計
画
を
立

て
る
。
 

4
-
2
.
現
場
管
理
計
画

を
立
て
る
。
 

4
-
3
.
要
員
の
職
責
内

容
を
明
確
に
す
る
。
 

4
-
4
.
道
路
維
持
管
理

･
補
修
事
業
の
安
全
訓
練
計
画
を
策
定
す
る
。
 

4
-
5
.
安
全
訓
練
を
実

施
す
る
。
 

4
-
6
.
M
T
C
P
W

の
道

路
の

維
持

管
理

･
補

修
事

業
に

関
し

て
適

正
に

施
工

管
理
の
ｹ
ｰ
ｽ
･
ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞ
ｨ
が
実
施
さ
れ
る
。
 

5
-
1
.
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
台

帳
を

整
備

し
、

管
理

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を

構
築
す
る
。
 

5
-
2
.
建
設
機
材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
台
帳
を
更
新
す
る
。
 

5
-
3
.
M
T
C
P
W

の
地

方
事

務
所

に
必

要
な

建
設

機
材

及
び

修
理

機
材

/
道

具
の
運
営
計
画
を
策
定
す
る
。
 

5
-
4
.
D
R
B
F
C
と

D
E
M
で
連
携
し
て
建
設
機
材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
の

継
続
的
な
維
持
管
理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を
形
成
す
る
。
 

5
-
5
.
必
要
な
建
設
機
材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
を
運
用
す
る
。
 

投
入

 

(
日

本
側

)
 

1
.
専
門
家
派
遣
分
野
 

-
道
路
維
持
管
理
･
補
修
専
門
家
/
総
括
 

-
道
路
施
工
管
理
専
門
家
 

-
建
設
機
械
維
持
管
理
指
導
専
門
家

1
(
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
形
成
、
資

材
、

建
設

機
材

及
び

修
理

機
材

/
道

具
調

達
、

建
設

機

材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
の
運
用
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
)
 

-
建
設
機
械
維
持
管
理
指
導
専
門
家

2
(
建
設
機
材
及
び

修
理
機
材
/
道
具
の
管
理
、
整
備
指
導
)
 

-
建
設
機
械
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾀ
指
導
専
門
家
 

 合
計
:
 
7
0
～
9
0
 
M
/
M
 

（
＊
個
別
の

M
/
M
は
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
る
た
め
、
P
D
M

に
は
英
文
、
和
文
と
も
添
付
し
な
い
。
合
計
の

M
/
M
の

み
記
載
予
定
。
）
 

 2
.
本

邦
研

修
(
道

路
維

持
管

理
･
補

修
及

び
施

工
管

理

分
野
の
研
修
)
 

 3
.
そ
の
他
必
要
な
資
機
材
 

 

 (
東

ﾃ
ｨ
ﾓ
ｰ
ﾙ
側
)
 

1
.
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾄ
(
C
/
P
)
の

配
置

(
M
T
C
P
W

内
道

路
・

橋

梁
・
治
水
部
、
資
機
材
部
、
及
び

5
地
方
道
路

事
務

所
)
 

 2
.
訓
練
生
の
配
置
(
道
路
維
持
管
理
･
補
修
技
術
者
、

施
工
管
理
技
術
者
、
機
材
管
理
技
術
者
、
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｯ
ｸ
､
ｵ
ﾍﾟ

ﾚ
ｰ
ﾀ
)
 

 3
.
施
設
供
与
 

-
事
業
所
用
施
設
の
提
供
 

 4
.
建
設
機
材
及
び
修
理
機
材
/
道
具
の
供
与
 

-
幹

線
道

路
の

維
持

管
理

･
補

修
用

の
建

設
機

材
及

び
修

理
機

材
/
道

具
(
日

本
よ

り
譲

与
し

た
残

置
機

材
）
 

 5
.
そ
の
他
必
要
経
費
 

 

前
提

条
件

 

･
民

生
安

定
化

支
援

計
画

ﾌ
ﾟ
ﾛ

ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
(
C
E
T
R
A
P
)
で

訓
練

を
受

け
た

訓
練

員
が

勤
務

を
続

け

る
。
 

･
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
で

活
用

す
る

機
械

が
す

ぐ
に

使
え

る
状

態
に

な

っ
て
い
る
。
 

 

R/D 



A-4： PO（和文） 



事
前
評
価
調
査
団

活
動

計
画

(案
) (

PO
)

担
当
者

実
行
者

活
動

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

(日
本
人
専
門
家

)
(D

R
B

FC
又
は

D
EM

)

(成
果

1.
D

R
B

FC
に
よ
り
適
正
な
道
路
の
維
持
管
理
･補

修
事
業
が
計
画
さ
れ
る
。

)

1
-
1
.
道

路
台

帳
を

整
備

す
る

。
R

M
D

R
B

FC
1
-
2
.
道

路
台

帳
を

更
新

す
る

。
R

M
D

R
B

FC
1
-
3
.
幹

線
道

路
の

開
発

ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
に

基
づ

い
た

道
路

維
持

管
理

･
補

修
計

画
書

を
策

定
す

る
。

◎
R

M
,R

A
D

R
B

FC

(成
果

 2
.国

と
地

方
の
行

政
連

携
に
よ
る
道

路
の
管

理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
が
形

成
さ
れ
る
。

)

2
-
1
.
国

と
地

方
行

政
機

関
間

の
道

路
管

理
連

絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
を

策
定

す
る

。
◎

R
M

, R
A

D
R

B
FC

2
-
2
.
国

と
地

方
行

政
機

関
間

の
災

害
時

の
道

路
管

理
連

絡
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
を

策
定

す
る

。
◎

R
M

, R
A

D
R

B
FC

(成
果

 3
.D

R
B

FC
と

D
EM

の
職

員
の
道

路
維

持
管

理
･補

修
事

業
に
関

わ
る
人

材
が
育

成
さ
れ

る
。

)

3
-
1
.
道

路
・

橋
梁

・
治

水
部

と
資

機
材

部
で

連
携

し
て

次
の

技
術

者
の

育
成

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ

を
策

定
、

技
術

者
の

育
成

を
行

う
。

(
1
)
道

路
維

持
管

理
･
補

修
技

術
者

R
M

D
R

B
FC

(
2
)
施

工
管

理
技

術
者

R
C

M
D

R
B

FC
(
3
)
機

材
管

理
技

術
者

C
EM

1
D
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A-7： 面会者リスト 



付属資料 7．面会者リスト 
 
(1) 東ティモール側 

Ministry of Transport, Communication and Public Works (MTCPW) 
Mr. Joao B.F. Alves, Secretary of State for Public Works 
Mr. Jose Piedade, General Director 
Mr. Rui Hernani, Director, Directorate of Road, Bridge and Flood Control (DRBDC) 
Mr. Cipriano Jee, Chief of Planning and Design, DRBDC 
Mr. Joao J. Caldas, Flood Control, DRBDC 
Mr. Joao M.G.Sousa, Strategy Planning, DRBDC 
Mr. Aniceto A.T. Andrade, Road Design, DRBDC 
Mr. Joan Pedro. Amaral, Chief of Operation, DRBDC 
Mr. Joahico Concalves, Director, Transport, Equipment and materials (DEM) 
Mr. Jose A.I. Freitas, Regional Engineer, Road Services, Dili Regional Office 
Mr. Olimpo Justo Cabral, Clerical Officer, Baucau Regional Office 
Ms. Ana da Gloria F., Assistant Clerical Officer, Baucau Regional Office 
Mr. Costodio do Rosario de Fatima, Assistant Clerical, Maliana Regional Office 
Mr. Abrao Vieira, Regional Engineer, Same Regional Office 
Mr. Pedoro Corie Reac Noronha, Site Manager (省内事業現場作業基地(Buro)の現場管理者) 
Mr. Filomeno Belmiro, Deputy Site Manager (省内事業現場作業基地(Buro)の副現場管理者) 
Mr. Joan Pereira da Silva, Site Manager (省内事業現場作業基地(Beko:Lolote-Beko and 
Catuanassa River Project)の現場管理者) 

 
Ministry of Planning and Finance (MOPF) 
Ms. Aicha Bassarewan, Vice-Minister 
Mr. Eusebio Jeolonmo, Director of National Development Planning External Assistance 
Coordination (NDPEAC) 
渡邊 健 援助調整 

 
(2) 日本側 

在東ティモール日本国大使館 
旭 英昭 大使  
野澤 佳奈子 二等書記官 
JICA 東ティモール駐在員事務所 
田中 俊昭 主席駐在員 
富原 崇之 企画調整員 
Jose Perreira プログラム･オフィサー 
折笠 幹夫 長期専門家 (インフラ政策アドバイザー) 
上村 博文 長期専門家 (道路アドバイザー) 
渡邊 榮樹 短期専門家 (民政安定化支援短期専門家/チーム･リーダー) 
森田 茂 短期専門家 (民政安定化支援短期専門家/調達) 
下方 圭 短期専門家 (民政安定化支援短期専門家/施工管理) 
中山 満夫 短期専門家 (民政安定化支援短期専門家/建設機械操作指導) 
橋口 悦男 短期専門家 (民政安定化支援短期専門家/建設機械管理) 



A-8： 事前評価表 



 

事業評価 G長 ﾃｰﾏ別評価 T長 係 担当 G長 担当 T長 担当者 

      

 

事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

作成日：平成 17 年 2 月 3日 

担当グループ・チーム：社会開発部 第三

グループ（運輸交通）運輸交通第一チーム 

１．案件名 

東ティモール国道路維持管理能力向上プロジェクト 

２．協力概要 

（1）プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

運輸通信公共事業省（MTCPW）が実施する道路維持管理･補修事業及び道路災害時の復旧事業に必

要とされるシステムの構築及びそれに必要な建設機械のオペレータ・メカニック、機材管理、施工管理など

の各分野の技術者の育成を行い、道路維持管理を適切にかつ安全に実施するための技術支援を行うこと

を基本方針とする。プロジェクトが終了Zするまでに、MTCPW公共事業局道路･橋梁･治水部 (DRBFC)と公

共事業局資機材部(DEM)が、道路維持管理･補修計画及び道路災害の復旧計画を適正に行う能力及び体

制を構築して、又、運営管理面においても、東ティモール（「東ティ」国）側自身がプロジェクト活動を継続す

ることが出来る能力を習得することを期待している。 

（2）協力期間： 

2005 年 5 月～2007 年 10 月（2.5 年間）（予定） 

（3）協力総額（日本側）： 

約 3 億 3 千万円 

（4）協力相手先機関： 

（和）運輸通信公共事業省 道路・橋梁･治水部及び資機材部 

（英）Directorates of Road, Bridge and Flood Control (DRBFC), and Equipment and Material (DEM), 

Secretary of State for Public Work, Ministry of Transport, Communication and Public Works 

(MTCPW)  

（5）裨益対象者及び規模等： 

1）直接裨益対象者：MTCPW の DRBFC 及び DEM 職員 

2）間接裨益対象者：「東ティ」国民全体 

 



 

３．協力の必要性・位置付け 

（１） 現状及び問題点 

 「東ティ」国は、鉄道がなく、また海上輸送も発達していないため、道路交通が国内移動を行う

唯一の交通手段であり、各県を結ぶ幹線道路ネットワーク 1426 キロが交通の中心となっている。し

かしながら、急峻な地形と雨期の降雨により、道路の崩壊などが多発し、交通の支障となっている。

そのため、99 年以降東ティモール信託基金（TFET）、我が国などの支援により、主要路線の補修・

改修が実施され、2002 年 3 月からは、自衛隊施設部隊による PKO 活動により、道路・橋梁の復旧整

備及び建設事業を通した実地訓練が実施された。PKO 部隊は 2004 年 6 月の撤退に際し、活動に使用

した建機等は、「東ティ」国の国土復興に寄与することを目的に 2004 年 5 月に「東ティ」国政府に

譲与した。それを受け、2004 年 5 月より 11 月にかけて、JICA は「民生安定化支援短期専門家派遣」

を実施し、「東ティ」国側に譲与された機材を有効に活用し、MTCPW の道路補修能力を高めるた

めの技術指導および実地訓練が実施された。更に 2004 年 10 月よりインフラ政策アドバイザー、

11 月より道路アドバイザーの長期専門家が派遣された。 

 これら協力により、道路状況は改善しつつあるが、MTCPW は、財政不足、技術者の不足、体制の

不備等より、計画的な維持管理を実施するにはまだまだ困難な状況である。道路維持管理が実施さ

れていないことにより、適切な改修時期を逸し、さらに大規模な修復を必要とする悪循環にも陥っ

ている。 

そのような背景の下、「東ティ」国の基幹インフラである道路の維持管理能力の向上を目的として

本技術協力プロジェクトへの要請が「東ティ」国政府よりなされた。 

 

（２） 相手国政府国家政策上の位置付け 

 「東ティ」国では、国家開発計画（National Development Plan；NDP）が策定されており、道路

部門は、2020 年の開発ビジョンと 2002 年から 2007 年までの 5 年間の開発計画からなっている。そ

の NDP に基づき、分野別投資計画(Sector Investment Program:SIP)が策定され、１）ライフサイク

ルコストを最小限とするような定期維持管理によって持続的で信頼のできる道路網の構築とそのア

クセサビリティーを図ること、２）地域の経済活動や流通網の復興や改善が強化に必要な道路を修

復・改修すること、３）民間部門の活用を図りながら効果的な人材育成を実施することが述べられ

ており、道路維持管理の実施及びそれらに係る人材育成の重要性が指摘されている。そのため、MTCPW

の人材を育成し、道路維持管理体制を確立する必要性は高い。 

 

（３） 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにおける位置付

け） 

本技術協力プロジェクトは、2002 年 11 月に開催された日・東ティモール政策協議において、我が

国の援助重点分野として４点挙げられた分野の一つ「インフラ整備・維持管理」に位置づけられ、 

JICA の国別事業実施計画の中で最優先援助重点分野として掲げているインフラ整備の構成３サブセ

クター（道路、上水、電気）のうち、道路維持管理に一致する。 

同様に本件は道路の維持管理及びそのための能力向上を目標とした「道路維持管理」プログラム

の中に位置づけられており、長期専門家として派遣中のインフラ政策アドバイザー及び道路アドバ

イザーと、連携しながら道路維持管理の課題解決に向けて取り組むプロジェクトである。 

 



 

４．協力の枠組み 

〔主な項目〕 

（１） 協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

｢目標｣:幹線道路の日常･定期維持管理･補修及び道路災害時の復旧能力が向上する。 

｢指標･目標値｣:1)プロジェクトで実施した道路補修箇所の修繕状態 

   2)プロジェクトで作成した台帳の更新内容の品質ならびに維持管理、補修計画策定への活用状況

   3)プロジェクトで実施するトレーニングへの参加人数 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

｢目標｣:「東ティ」国幹線道路の通行が持続的に維持される。 

｢指標･目標値｣:幹線道路の不通箇所数の減少、不通期間の短縮及び道路管理連絡マニュアルの活用度 

（２） 成果（アウトプット）と活動 

① 各成果(アウトプット)、そのための活動、指標・目標値は、以下のとおり。 

｢成果 1｣:DRBFC により適正な道路の維持管理･補修事業が計画される。 

｢活動 1-1｣：道路台帳を整備する。 

｢活動 1-2｣：道路台帳を更新する。 

｢活動 1-3｣：幹線道路の開発ﾚﾍﾞﾙに基づいた道路維持管理･補修計画書を策定する。 

<指標･目標値 1-1>:道路台帳の整備度 

 <指標･目標値 1-2>:道路台帳の更新状況 

 <指標･目標値 1-3>:道路維持管理･補修計画書の策定状況 

 

 ｢成果 2｣:国と地方の行政連携による道路の管理ｼｽﾃﾑが形成される。 

 ｢活動 2-1｣:国と地方行政機関間の道路管理連絡ﾏﾆｭｱﾙを策定する。 

 ｢活動 2-2｣:国と地方行政機関間の災害時の道路管理連絡ﾏﾆｭｱﾙを策定する。 

 <指標･目標値 2-1>:国と地方行政機関間の道路管理連絡ﾏﾆｭｱﾙの策定状況 

 <指標･目標値 2-2>:国と地方行政機関間の災害時の道路管理連絡ﾏﾆｭｱﾙの策定状況 

 

 ｢成果 3｣:DRBFC と DEM の職員の道路維持管理･補修事業に関わる人材が育成される。 

 ｢活動 3-1｣:DRBFC と DEM で連携して次の技術者の育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを策定、技術者の育成を行う。 

 i.道路維持管理･補修技術者、ii.施工管理技術者、iii.機材管理技術者、iv.メカニック、v.オペレータ 

 <指標･目標値 3-1>:所定の技術を持った道路維持管理･補修技術者数(技術を習得した技術者数) 

<指標･目標値 3-2>:所定の技術を持った施工管理技術者数(技術を習得した技術者数) 

<指標･目標値 3-3>:所定の技術を持った機材管理技術者数(技術を習得した技術者数) 

<指標･目標値 3-4>:所定の技術を持ったﾒｶﾆｯｸの数(技術を習得したﾒｶﾆｯｸ) 

<指標･目標値 3-5>:所定の技術を持ったｵﾍﾟﾚｰﾀの数(技術を習得したｵﾍﾟﾚｰﾀ) 

 

｢成果 4｣:MTCPW 実施の道路の維持管理･補修事業に関して施工管理計画のｹｰｽ･ｽﾀﾃﾞｨが適切に行われる。 

 ｢活動 4-1｣:施工計画を立てる。 

 ｢活動 4-2｣:現場管理計画を立てる。 

 ｢活動 4-3｣:要員の職責内容を明確にする。 

 ｢活動 4-4｣:道路維持管理･補修事業の安全訓練計画を策定する。 

 ｢活動 4-5｣:安全訓練を実施する。 

 ｢活動 4-6｣:MTCPW の道路の維持管理･補修事業に関して適正に施工管理のｹｰｽ･ｽﾀﾃﾞｨが実施される。 

 <指標･目標値 4-1>:施工計画(工程管理、品質管理､出来型管理、原価管理の計画)の策定状況 

<指標･目標値 4-2>:現場管理計画(機械管理、安全管理、環境管理、建設副産物管理の計画)の策定状況 

<指標･目標値 4-3>:安全訓練の実施回数 

<指標･目標値 4-4>:実務訓練の実施状況 

 

｢成果 5｣:MTCPW により、建設機材及び修理機材/道具の運用ｼｽﾃﾑが適切に維持管理される。 

｢活動 5-1｣:建設機材及び修理機材/道具台帳を整備し、管理ｼｽﾃﾑを構築する。 

｢活動 5-2｣:建設機材及び修理機材/道具台帳を更新する。 

｢活動 5-3｣:MTCPW の地方道路事務所に必要な建設機材及び修理機材/道具の運営計画を策定する。 



 

｢活動 5-4｣:DRBFC と DEM で連携して建設機材及び修理機材/道具の継続的な維持管理ｼｽﾃﾑを形成する。 

｢活動 5-5｣:必要な建設機材及び修理機材/道具を運用する。 

<指標･目標値 5-1>:建設機材及び修理機材/道具管理及び運用台帳の整備度 

<指標･目標値 5-2>:建設機材及び修理機材/道具管理及び運用台帳の更新状況 

<指標･目標値 5-3>:建設機材及び修理機材/道具の維持管理ｼｽﾃﾑの構築状況(i.貸出し管理、ii.部品調達計画管理、

iii.稼動管理、iv.故障･修理記録管理、v.定期整備計画･管理、vi.修理発注計画の構築と運用状況) 

<指標･目標値 5-4>:MTCPW の地方道路事務所に必要な建設機材及び修理機材/道具の運営計画の策定状況 

（３） 投入（インプット） 

① 日本側（総額約３億３千万円） 

・専門家派遣(分野):i)道路維持管理･補修/総括、ii)道路施工管理、iii)建設機械維持管理 1(ｼｽﾃ

ﾑ形成、資材、建設機材及び修理機材/道具調達、建設機材及び修理機材/道具の運用ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)、

iv)建設機械維持管理 2(建設機材及び修理機材/道具調達の管理、整備指導)、v)建設機械ｵﾍﾟﾚｰﾀ

・本邦研修(道路維持管理･補修及び施工管理分野の研修) 

・その他必要な資機材(現地業務費(研修、ｾﾐﾅｰ/ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催経費、その他ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施に掛る諸

経費)、及び、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施に係る必要な資機材(できる限り既存の｢東ﾃｨ｣国の資機材を有効活用

する)) 

② 「東ティ」国側 

・ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ(C/P の配置)(MTCPW の DRBFC 及び DEM の職員) 

・訓練生の配置(道路維持管理･補修技術者、施工管理技術者、機材管理技術者、ﾒｶﾆｯｸ、ｵﾍﾟﾚｰﾀ) 

・施設供与(事業所用施設の提供) 

・建設機材及び修理機材/道具の供与(幹線道路の維持管理用の建設機材及び修理機材/道具(日本よ

り譲与した残置機材)) 

・その他必要経費 

（４） 外部要因（満たされるべき外部条件） 

1)｢成果｣から｢プロジェクト目標｣に達する段階で発生する外部条件 

･訓練を受けた職員が勤務を続ける。 

･道路維持補修事業及び機材維持管理を継続的に実施するための予算が確保される。 

2)｢プロジェクト目標」から｢上位目標｣に達する段階で発生する外部条件 

･「東ティ」国の車両数が激増しない。 
５．評価 5項目による評価結果 

（１） 妥当性 

  ・我が国の援助政策、国別事業実施計画との整合性：JICA は、次の 3 分野:i)人材育成･制度づ

くり、ii)農業･農村開発、iii)インフラ整備、を対「東ティ」国の国別事業実施計画の中で最優

先援助重点分野として掲げている。上位目標の主旨を｢幹線道路の持続的な通行の確保｣としてい

る本プロジェクトは、上の 3分野の中の｢インフラ整備｣の主旨と一致する。 

 ・「東ティ」国国家開発計画との整合性：本プロジェクトは、国家開発計画(NDP)の道路部門で策

定された 5年間の開発計画の｢目的｣に沿って計画されている。「目的」達成のため、｢道路・橋梁

の維持管理及び復興プログラム｣及び｢土砂崩壊・地滑り・洪水/浸食等のプログラム｣が策定され

ている。このうち｢道路・橋梁の維持管理及び復興プログラム｣には、これを満たすためには“幹

線及び郡道道路網の維持整備 (2002～2007 年)”と“幹線及び郡道の定期維持管理”に関係する

プロジェクトを実施することが必要と述べられていることからも、本プロジェクトとの整合性は



 

取れていると考えられる。 

（２） 有効性 

 ･プロジェクト目標達成のためには、適正な道路の維持管理･補修事業が計画されること、それを

実行に移していくための道路の管理ｼｽﾃﾑが形成されること（日常時、災害時）、道路維持管理・

補修に必要な建設機材及び修理など機材/道具の運用ｼｽﾃﾑが適切に維持管理されることが必要と

なっており、本プロジェクトの成果として配置されている。計画策定、システム形成がされるだ

けではなく、それらの計画を実行でき、システムを運用できる人材を育成することが目的達成に

は重要となるが、それらに必要な人材育成についても本プロジェクトの成果として計画されてい

る。 

（３）  効率性 

・本プロジェクトで必要とされる建設機材及び修理機材/道具について、日本より譲与された残置

 機材を活用することが可能である。投入の規模を最小限にするための配慮がなされている。 

・譲渡された残置機材を活用しての訓練を実施した民生安定化支援短期専門家の活動からの教訓を

活かし、相手国の実情に併せての的確な活動、指標が設定されている。 

（４） インパクト 

 ・本プロジェクトの訓練対象者は MTCPW の DRBFC、DEM の職員及び全国にある 5箇所の地方道路事

務所から選抜される予定になっており、今回技術移転される道路維持管理・補修に係る計画策定、

システム形成を実施に移すために必要な政策決定から実務を担う人まで対象者に含んでおり、

「東ティ」国側の技術レベルは全国均等に向上し、全国的に幹線道路の通行が持続的に維持され

る基盤となる人材が育成される。DRBFC、DEM の職員は道路及び機材維持管理のマネジメントを

担い、ソフト面の能力向上に寄与をし、地方道路事務所のメカニック、オペレータはハード面の

能力向上に寄与するような人材育成プログラムについて分野毎に目標設定をする。 

・ 本プロジェクトは、「東ティ」国側にとって、これまでほとんど経験が蓄積されていなかった

技術分野である。本プロジェクトが実施されることにより、自衛隊による PKO 活動の後、日本

政府より譲与された機材／道具を移転された技術を用いて、「東ティ」国の発展のために有効

に活用できる。日本側からみれば、PKO から ODA という復興支援から開発援助という一連の流

れのある協力ができる。 

（５） 自立発展性 

・ 組織面:プロジェクトの事業内容が終了後においても継続的に実施されるためには、道路維持

管理計画を実行するDRBFCと機材管理を行うDEMによる協力体制が終了後もそのまま維持され

ることが条件となる。現時点では、DEM が昨年組織としてできたばかりで十分な協力体制はで

きていないが、本プロジェクトはその協力体制も含めて、システムの形成を成果としてプロジ

ェクトに内包したものとなっており、継続的な協力体制の維持が見込める。 

・ 財政面:本プロジェクト終了後(2006 年 10 月以降)においても、「東ティ」国側により、幹線道

路の維持管理・補修事業を継続的に実施するための予算(ある道路区間の維持管理・補修費用

の他、建設機材及び修理機材/道具の維持管理費用)を継続的に準備してもらうことが自立発展

するための条件となる。尚、前述の国家開発計画（NDP）に基づいて MTCPW と計画財務省の指

示のもとで策定された分野別投資計画(SIP)の今後 4 年間(03/04-06/07 年度)の道路整備計画



 

予算によると、03/04 年度 12 百万ドル、04/05 年度 30 百万ドル、05/06 年度 33.6 百万ドル、

06/07 年度 33 百万ドルとなっている。不確定要素はあるが 4 年間で 26 百万ドルの増加を示し

ており、財政的にも東ティモールが道路分野を重視していると考えられる。 

・技術面:想定される「東ティ」国側の関係者(カウンターパート、訓練生)には道路維持管理・補

修技術に関して十分な経験が蓄積されていないため、プロジェクト終了時までに、「東ティ」国

側に対して自立できるほどの技術を習得してもらうことを容易に求めることは出来ない。より早

い技術面の自立を求めるとすれば、MTCPW を CP として施工計画策定、施工管理技術、建設機械

操作、建設機械メカニック、資機材調達に係るキャパシティー・ビルディングを実施した民生安

定化支援短期専門家に指導を受けた関係者に本プロジェクトの成果３の技術者の育成プログラ

ムへ参加してもらうことが基礎的な技術を習得しているため、技術移転を本プロジェクトで行う

際に有利となる。 

6.貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

（1）貧困配慮、人間の安全保障 

本案件は、基幹インフラである道路維持管理能力向上を目標としたものであり、上述の成果２「国と地方

の行政連携による道路の管理システムが形成される」において策定される道路管理連絡マニュアルにおい

ても地域住民も含めた道路維持管理体制の構築等も念頭においており、住民の主体的な参加を目指して

いるものである。国、地域一体となり道路の維持管理を行っていくことで、上位目標として年間を通して幹線

道路を通行可能にすることで、生活、輸送路のための基盤確保につながり、人間の安全保障の視点を取り

入れた貧困削減にも寄与するプロジェクトである。 

(2)環境社会配慮 

本案件は、インフラ（道路）分野のプロジェクトであり、道路の維持管理能力の向上を目標とした

維持管理体制の構築及び人材育成を行うプロジェクトのため、道路維持管理に係わる実地研修はあ

るが、自然及び社会環境の大規模な改変を伴うものではなく、環境に対する負の影響はほとんど生

じないといえる。  

7.過去の類似案件からの教訓の活用 

2004 年 11 月に終了した民生安定化支援計画短期専門家派遣で得られた教訓を活用し、「東ティ」

国側の十分経験のない技術レベルに合わせた PDM のプロジェクト成果及び活動の策定は、民生安定

化支援計画短期専門家派遣で現地 CP、訓練生を指導した際に得られた経験を踏まえて決定されたも

のである。又、成果 4 の活動にある安全訓練は、民生安定化支援計画短期専門家派遣が指導した際

に CP、訓練生に問題があると判断したために本プロジェクトに取り入れられた。本プロジェクト実

施に際しては、民生安定化支援計画短期専門家が作成した業務完了報告書をはじめとした成果物を

活用することとする。 

８．今後の評価計画 

終了時評価（プロジェクト終了の半年前） 

※中間評価は３年以内のため実施しないが、プロジェクト開始 1年後以降、PDM の見直し、プロジェ

クトの評価も含めた運営指導調査も必要に応じて検討することとする。 
 



A-9： R/D 協議時収集資料 
 



 

MEETING FOR RECORD OF DISCUSSION OF ROAD MAINTENANCE PROJECT 

Date: 10:00 -12:00, February 24, 2005 

Participant: ADB: Mr. Charles, EIRP II: Mr. Pedro Lay, Mr. Jean Carlo, TA Team: Mr. Dag Becgger, 
Mr. Gregory, Mr. Pierre.  

              JICA: Mr. Tanaka, Mr. Tomihara, Mr. Orikasa, Mr. Morita, Mr. Shimokata and Zeca 

Purpose: Sharing Project Information on Road Sector 

Place: ADB Office 

Background 

ADB organize this meeting to get input for the technical assistance project conducted under the ADB grant  

Outline of the ADB project  

1. Under TFET budget EIRP II (Jean Carlo)  
• Rehabilitation of Five link of National road  
• Completion of Cassa Bridge 
• Preparing standard and document for bidding, standard specification base the ASSHTO and this 

standard will become government standard in the future for construction supervision  
• The project Manager of EIRP II: Pedro Lay da Silva 
• Chief of Technical Engineer: Jean Carlo 

2. ADB Technical Assistance (TA) project ( Dag Becgger) 
• Conducted by Louis Berger Group 
• Duration 5 months 
• Outline: General research for the 1400 km of National road, 820 km of District road and other 

feeder road in the rural area, establishing strategy for road maintenance  

3. New Technical Assistance project ( Charles, RR of ADB)) 
• There is about $ 250,000 available for new technical assistance project especially for infrastructure 

Management Capacity Building, and ADB need some input/idea for utilizing this money. The Chief 
Engineer for EIRP II gives some idea but it needs further discussion. 

Discussion 

1. Road project coordination 
• Road inventory system is not includ in the TOR of TA (Dag Becgger) 
• Road management system should be coordinate with ADB system (Charles) 

2. Coordination between JICA adviser activities and ADB project 
• Preparation of road standard: JICA Infrastructure Adviser has started to collect information 

(Orikasa) 
• There are some work will be overlapping with EIRP II regarding to the road standard, it need 

coordination between EIRP II and the TOR & work plan of the Road Advisor. (Jean Carlo) 



 

3. ADB TA consultant requesting some data about JICA project on road sector such as: 
• Dili-Cassa road research on 2003 
• Emergency research on 2000 

Others 

There is a plan for workshop to get input from the stakeholders to review the road sector strategy on March 7, 
2005. 
 



 

MEETING FOR RECORD OF DISCUSSION (R/D) 

Date: March 29, 2005 (14:30 – 16:00) 

Participants: MTCPW: (Mr. Joao Alves, Mr. Jose Piadade and Mr. Rui Hernani), 

 JICA: (Mr. Tomihara and zeca), Infrastructure Advisor (Mr. Orikasa), Road Advisor (Mr. 
Uemura) 

Purpose: Discussion on Road Maintenance project (Record of Discussion) 

Explanation of R/D  

JICA explain contents of the Record of Discussion (R/D), implementation schedule of the project and 
meaning of the words in the record of discussion  

Discussion  

1. Contents of R/D 
• In generally, Secretary of State for Public Work Mr. Joao Alves had no objection with the contents 

of R/D. Director of DRBFC questioned about the Annex III ( List of Machinery and Equipment), 
but it would be discuss in detail on the project. 

2. Project Policy 
• JICA was pointed out about situation after 2.5 years project, what is the government going to 

establish for the sustainability of road maintenance 

3. In-house project 
• Secretary of State explained about the purpose of created the In-house project is i) for sustainability 

maintenance of the construction equipment donated by Japan, ii) to open new road for communities 
in isolated area, iii) to create job opportunity in the community level. 

4. Title of Project 
• The word of Periodic in the project title was deleted, because the project will concern         

with periodic road maintenance, routine maintenance and emergency rehabilitation works. 

5. Committee member 
• Secretary of State requested, that committee member of Timor Leste side would be include:  

1. Permanent Secretary of Public Work: Mr. Jose G. Piadade 
2. Director of National Directorate for Planning and External Assistance: Mr. Eusebio 

Jeronimo 
3. Director of Planning Unit MTCPW: Mr. Januario da Costa Pereira 
4. Director of Road, Bridge and Flood Control Division: Mr. Rui Hernani 
5. Director of Transport, Equipment and Material Division: Mr. Joanico Goncalves 
6. Director of Land and Property Division, MoJ: Mr. Pedro Sousa,  
7. Any other person concerned, will be include District and Sub district administrator 

and suco leader in where project implemented. 
•  From JICA side is not changed.  



 

6. Schedule  
• March 29 – April 1 2005: Explanation to Minister of MTCPW and NDPEAC 
• April 4- April 8: Record of Discussion 
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む
）
に
関
す
る
施
行
方
法
は
次
の
３
つ
。

 
1)

 
Pr

iv
ate

 C
on

tra
ct 

2)
 

Co
m

m
un

ity
 B
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ed
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ain

ten
an

ce
 

3)
 

D
ep

ot
 (i

nc
lu

di
ng

 C
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m
un

ity
 B

as
ed

 L
ab

or
) 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
(U

ni
t :

 U
SD

) 
  

 
Re

gio
na

l E
ng

. 
D

ire
cto

r 
  

 P
ro

. O
ffi

ce
 

1)
 P.

 C
. 

C 
< 

4,0
00

 
4,0

00
<C

<1
0,0

00
  

C 
> 

10
,00

0 

2)
 C

BM
 

  
  

N
on

e 
 

C 
< 

5,0
00

/M
on

. 
C 

> 
5,0

00
/M

on
. 

3)
De

po
t 

C 
< 

50
0 

50
0 <

 C
 <

 2,
00

0 
 C

 >
 2,

00
0 

  
P. 

O
ffi

ce
 : P

ro
cu

re
m

en
t O

ffi
ce

 in
 D

ili
 (M

PF
) 

  

  全
て
の
維
持
管
理
作
業

(工
事
含
む

)の
施
工

（
品
質
管
理
）
に
関
す
る
責
任
を
負
っ
て
お

り
、
本
部
分
が
技
プ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一

つ
(C

on
st.

 M
an

ag
em

en
t)と

な
っ
て
い
る
。

 技
プ
ロ
と
の
関
係
に
お
い
て
特
に
問
題
は

無
い
が
、
ﾄﾚ
ｰﾆ
ﾝｸ
ﾞ期

間
・
時
期
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
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事
 
項

 
現
行
の
行
政
制
度
又
は
根
拠
と
な
る
資
料
等

 
道
路
技
プ
ロ

(P
er

io
di

c)
と
の
関
係

 
備
 
 
考

 (
ｺﾒ
ﾝﾄ

) 
●
建
設
工
事
お
よ
び
維
持
管
理

業
務
の
将
来
像

 
  

1)
 D

RB
FC

 
                    

   1)
新
設
工
事
、

 
本
来
な
ら
、
ド
ナ
ー
援
助
に
期
待
し
請
負
工
事
が
適
切
と
思
っ

て
い
る
が
、
現
実
は
厳
し
い
。
一
方
、
政
治
的
に
新
設
道
路
の

建
設
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
は
機
材
が
あ
る
た
め
、

In
-H

ou
se
で
実
施
し
て
い
る
状
況
。

 
2)

 大
規
模
補
修
工
事

 
概
ね
新
設
工
事
と
同
様
。
た
だ
し
、
今
は
手
が
廻
ら
な
い
。

 
3)
通
常
の
維
持
管
理

(日
常
・
定
期

) 
CB

M
,C

BL
で
実
施
し
て
い
る
。
予
算
は

CF
ET

(自
国
予
算

)
及
び

TF
ET

(ﾏ
ﾙﾁ
ﾄﾞ
ﾅ

)ーか
ら
支
出
。

 
4)
緊
急
の
復
旧
・
補
修
工
事

 
災
害
時
は
、
緊
急
的
に

D
RB

FC
,D

TE
M

で
協
力
し
て
応
急
復

旧
を
実
施
し
て
い
る
。（

緊
急
の
場
合
）

 
終
的
な
復
旧
工
事
は
、
請
負
工
事
が
望
ま
し
い
が
、
予
算
不

足
も
あ
り
実
施
困
難
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

In
-H

ou
se
も
あ
り

得
る
。

 
 

   In
-H

ou
se
工
事
で
あ
ろ
う
が
、
請
負
工
事
で

あ
ろ
う
が
、

D
RB

FC
の
技
術
職
員
に
は
、

Co
ns

tru
cti

on
 M

an
ag

em
en

t
が

必
須

で
あ

る
。

 
こ
の
点
よ
り
、
技
プ
ロ
と
の
関
係
に
お
い

て
、
特
に
問
題
は
な
い
。
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ｺﾒ
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) 
  

2)
 D

TE
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 本
来
は
。
政
府
所
有
の
資
産
で
あ
り
、
政
府
予
算
で
維
持
管
理

す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
相
当
な
予
算
が
必
要
と
な
り
、

現
実
的
に
は
不
可
能
。

 
 ●

 D
TE

M
の
予
算

20
04

/0
5）

 
28

0,0
00

 U
SD

 
●

 建
設
車
両
の
年
間
維
持
管
理
費

(日
本

) 
 

  
  

 一
般
維
持
管
理
：
 
５
０
百
万
円

 
 

  
  

 原
価
償
却
費
 
：
 
７
０
百
万
円

 
 
 

  
  

 合
 
計
 
 
：
１
２
０
百
万
円
 

 
 計
画
財
務
省
の
監
督
下
で

G
ov

er
nm

en
t 

Co
m

pa
ny

と
し
て
組

織
改
変
さ
れ
る
予
定
。
こ
れ
に
よ
り
、
機
材
を
貸
し
出
す
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
貸
出
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
こ
れ
を
建
設
車
両
の
維
持
管
理
費
に
あ
て
る
予
定
。

 
勿
論
、
政
府
関
係
の
貸
出
が
優
先
で
あ
る
が
、
使
用
予
定
が
無

い
場
合
に
は
、
民
間
へ
の
貸
出
も
考
慮
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

 民
間
会
社
へ
の
組
織
変
更
も
や
む
を
得
な

い
面
が
あ
る
。

 
 D

TE
M

が
政
府
系
の
民
営
会
社
と
し
て
組

織
改
変
さ
れ
た
場
合
、
今
回
の
技
プ
ロ
の
支

援
目
的
に
合
致
す
る
か
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
。

 
 1)

 新
組
織
の
形
態
（
公
共
性
）

 
2)

 貸
出
制
度
の
検
証

 
 
（

JIC
A
と
し
て
支
援
で
き
る
か
？
）

 
3）

譲
与
さ
れ
た
機
材
が
当
国
の
発
展
に
寄

与
し
た
貢
献
度

 
 

 
政
府
系
の
民
間
会
社
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

ｼ
ﾞ
ｮ
ｱ
ﾆ
ｺ
氏
は
、
政
府
へ
の
貸
出
を
優
先
さ

せ
、
支
障
が
無
い
時
に
だ
け
民
間
へ
の
貸
出

を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
特
に
大
き
な

問
題
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？
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A
D

B
の

TA
と
の
関
係

 
                      

 今
回
の

TA
(T

ec
hn

ica
l A

ss
ist

an
ce

)3
73

1-
TI

M
は
、
当
国
の
道

路
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
包
括
的
な
開
発
戦
略
を
提
案
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、

 
●
道
路
ｸﾗ
ｽ別

の
建
設
と
維
持
管
理
の

適
予
算
の
策
定
、

 
道
路
設
計
・
維
持
管
理
基
準
と
リ
ス
ク
低
減
、
予
算
縮
減
案
 

の
作
成

 
●
道
路
投
資
５

(1
0)
ケ
年
計
画
の
策
定

 
●
持
続
的
な
道
路
維
持
管
理
予
算
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

 
●
道
路
利
用
者
負
担
の
提
案
（
登
録
税
、
燃
料
税
等
）

 
●
政
府
の
長
期
的
道
路
計
画
に
必
要
な
基
本
情
報
の
提
供

 
 ○
現
状
把
握
の
た
め
に
必
要
な
道
路
調
査
を
行
う
。

 
(R

oa
d I

nv
en

to
ry

 an
d C

on
di

tio
n S

ur
ve

y)
 

○
ｶｳ
ﾝﾀ
ｰﾊ
ﾟｰ
ﾄの

配
置
（
２
名
同
意
、
な
お
６
名
を
要
求
）

 
  (関

連
項
目

)A
D

B－
Ⅳ
 

(G
ra

nt
 P

ro
jec

t) 
総
予
算
（

10
 M

ill
io

n 
U

SD
）
５
月
に
調
査
団

 
  

D
ili

 –
 M

ot
a 

A
in

 B
or

de
r 

(1
0k

m
), 

D
ili

 –
 B

au
ca

u 
–C

om
 

(4
0k

m
), 

M
an

atu
to

 –
 N

ata
bo

ra
 (5

0k
m

), 
Lo

sp
alo

s –
 V

iq
ue

qu
e 

(7
5k

m
), 

Vi
qu

eq
ue

 – 
N

ata
bo

ra
 (2

5k
m

) 
の
補
修
工
事

 

 同
分
野
で
の
技
術
協
力
で
あ
り
、
重
な
っ
た

部
分
が
多
い
。
技
プ
ロ
及
び
専
門
家
の
業
務

計
画
も
踏
ま
え
て
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

 RA
と

A
D

B-
TA

 
  
道
路
維
持
管
理
基
準
類
の
策
定

 
IA

と
A

D
B-

TA
 

長
期
的
な
道
路
開
発
計
画
（
戦
略
）

 
技
プ
ロ
と

A
D

B-
TA

 
  
道
路
台
帳
、
ﾓﾆ
ﾀﾘ
ﾝｸ
ﾞ台

帳
 

 こ
の
他
、

C/
P
の
配
置
を
め
ぐ
り
、
調
整
が

必
要
に
な
る
。

 
 

 



 

MEETING FOR RECORD OF DISCUSSION OF ROAD MAINTENANCE PROJECT 

Date: 10:20 -12:20, March 1, 2005 

Participant: DRBFC: Rui, DEM: Joanico, JICA: Tomihara & Zeca, Mr. Uemura, Mr. Morita,          
Mr. Shimokata 

Place: DRBFC Office Mandarin 

Purpose of meeting 

Record of Discussion of the periodic road maintenance project 

Overall of the project 

• R/D is based on the M/M which has signed in November 2004 
• Make up road maintenance system with central and each regional road offices 
• Emergency road maintenance can be repaired by in house project or private contract depend on the 

volume of the work 
• Capacity building in the Equipment Maintenance and Road Maintenance system 
• Necessary equipment in regional office for road maintenance will be in the future 

Discussion 

1. Annex III List of Equipment and Material provided by JICA 
• Mr. Joanico suggested to add communication equipments for the operation in the list of 

Equipments  
• Mr. Rui Hernani suggested to add spare parts for the equipment to the list of Equipment. 

2. Annex IV List of the counterpart 
C/P 
• Road Planning and Operation: 2 from DRBFC and 1 from DTEM 
• Equipment Operation and Maintenance: 3 from DTEM 

Trainees 
• Road maintenance : 5 from RBFC 
• Construction Management : 5 from RBFC and 1 from DTEM 
• Equipment Management : 3 from DTEM 
• Mechanic: 15 trainees will be assigned for classroom and other activities in the Tasitolu, , but only 

5 trainees will be assigned for the field exercise outside of Dili. 
• Operator: 10 trainees will be assigned, but will be make rotation. 

3. Annex V 
• Accommodation/allowance for the trainees in the field training basically under responsibility of 

MTCPW. 
• 2 experts will be based in DRBFC office with counterpart, 3 experts will be based in DTEM 

Tasitolu with 3 counterparts. All lecturing activities will be concentrated in Tasitolu. 



 

MEETING FOR RECORD OF DISCUSSION (R/D) 

Date: April 05, 2005 (09:30 – 10:00) 

Participants: MTCPW (Minister Ovidio), JICA (Mr. Tomihara and zeca), Infrastructure Advisor (Mr. 
Orikasa) 

Purpose: Discussion on Road Maintenance project (Record of Discussion) 

Place: Minister Office (Ex. Telcom Building) 

Explanation of R/D  

JICA explain contents of the Record of Discussion (R/D), and implementation schedule of the project. 

Discussion  

1. Contents of R/D 
• In generally, Minister of MTCPW agreed with the contents of R/D and approved for beginning of 

discussion in the MoPF. 

2. Future status of DTEM 
• Mr. Orikasa asked about the future status of DTEM, Minister answered that DTEM would    

become the public entity, but still under control of government. It will autonomy for the 
administration, financial and property, and government have right to audit the progress of the 
DTEM.   

 



 

MEETING WITH JOANICO (DIRECTOR OF DTEM) 

Date: April 05, 2005 (11:30 – 12:00) 

Participants: DTEM Mr. Joanico, JICA (Mr. Tomihara and zeca),  

Purpose: Discussion on Road Maintenance project (Record of Discussion) 

Place: Vice-Minister Office (Ex. Telcom Building) 

 

Explanation of the contents of R/D (JICA) 
 

Discussion 

• Joanico had no objection to support the project and become as the member of committee. But for 
financial support he could not make decision right now, because the status of the DTEM not fixed yet. 
Further Joanico emphasised on the project policy item which mention that assist for self-administration 
system of DRBFC and DTEM. He stated that DTEM strongly require support to establish good 
management system in DTEM and to prepare decree for future status of DTEM.  

• JICA explained that, JICA could not assist for public entity directly. But JICA will assist to make up 
sustainable maintenance system of the construction equipment.  

 
 
 
 
 
 
 
 



 

MEETING FOR RECORD OF DISCUSSION (R/D) 

Date: April 08, 2005 (17:00 – 18:00) 

Participants: MoPF (Director NDPEAC: Mr. Eusebio, Mr. Arlindo, and Mr. Watanabe (advisor),          
MTCPW (DRBFC: Mr. Cipriano, DTEM: Mr. Joanico), JICA (Mr. Tomihara and          
Zeca), Road Advisor (Mr. Uemura) 

Purpose: Discussion on Road Maintenance project (Record of Discussion) 

Place: NDPEAC Office 

Explanation of R/D  

JICA explain contents of the Record of Discussion (R/D), implementation schedule of the project and 
meaning of the words in the record of discussion  

Discussion 

Basically MoPF has no objection for the contents of R/D, but the some comment about the sentence and 
meaning of the words as mentioned below :  

a. Project title 
“… Capacity Building of Road Maintenance..” become “…Capacity Building in Road Maintenance…” 

b. “Japanese Expert” becomes “JICA Expert” 

c. “Team Leader” becomes “Team Leader of JICA Expert Team of the Project” 

d. “Prepare” concern with “Inventory” 
          “ Formulate” concern with “ Plan, manual, program” 
          “Establish” concern with “system, and organization” 

e. “Other necessity person” become “staff members” 
M/M 

f. Add the sentence in the second paragraph of the Minutes of Meeting regarding to the  

g. modification of M/M from November 2004 M/M 

h. Add Input to the project by the Timor Leste side in the attachment 
Other Comments: 
• Running cost for implementation of the project should utilize the budget of DRBFC and DTEM, no 

additional budget request from both division to MoPF 

Implementation 

• Check in MoPF and get comments on April 15 2005 
• After get approve of the final version documents, Director of NDPEAC explain to the Vice Minister of 

MoPF for approval. 
• After approval in the MoPF, R/D will sign by JICA, MTCPW and MoPF 
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